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1. ANITAの主要部分の名称

l

V

レン1.ター来示窓
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2. ANITAの各部分の機能

乗算キー　乗算を行なう場合,乗数をセットするためのキー.

小数点バー　乗数に小数点を含む場合,この小数点バーによって小数点のセ

ットを行なう｡

熊倉バー　乗算の横が正しく計算されているかどうか確認するための照合バ

ーである｡このバーによってレジスターに入っている乗算の棉を雷

数キ-にセットしている被乗数によって除算を行なって,新たにレ

ジスター表示窓に乗数が表われるo　この乗数が乗数パーにセットし

たものと同一であれば乗算が正しいことが照合できるo

置数クリアー･バー　置数キーにセットされている数字をご破塵にするバー

で､乗辞を終わったのち,または除算を行なったのち使用するほか,

間違った数字をセットしたときにも傭桐するG

レジスター･クtJア一･バー　計算の結果(答)がレジスターにたくわえら

れ､表示窓に表われるoこの答をレジスターからご破算にしてLま

うバーであるb計算の答をメモしたのち､このパ-を使用する｡

加井頼示パー　加算を行なうに先立って,この指ホバーを押しておくと,置

数キーにセットした数字はただちにレジスターに加算きれ.表示窓

に表われるo

乗算頼示パー　乗算を行なうに先立って,この指示バーをあらかじめセt･/ト

しておく｡そして置数キーに数字をセットすれば,そのままロック

される｡

除算権示バー　除算を行なう場合,被除数をセットしたのち,この指示パー

を押す｡その後,除数を定数キーに七･ソトする｡

減算据示バー　減算を行なう際,引かれる数字をすでにレジスターに入れた

のち,この籍示パーを押してから引くべき数字を置数キーにセット

すると答がただちにレジスター表示窓に表われる0
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小数点ボタン　披乗数または被除数を置数キーにセットしたのち,この小数

点ボタンで小数点のケタの蒋示を行なう｡ただし,被除数に緒示し

た小数点はあとで除数をセットするときその位置の変更を行なわな

ければならない｡

景教キー　被乗数.被除数,除数および加減算する数字をセットするための

キーで10ケタある｡特に注目すべき点は被乗数,披隙数,除数など

は左端のケタから定数できることである｡

シフト･コントE)-ル･ボタン　このボタンを　L'NON SHIFTpの位置にお

けば,乗数キーを何回押しても被乗数のケタずれ(右へシフト)が

起こらない｡上の位置(矢印と反対の方向)にこのボタンをセット

して,通常の計算(兼寿)を行なう｡

小数点表示灯　小数点ボタンに対応して11個ある｡小数点ボタンを押すと対

応する表示灯れ寛灯し,小数点の位置を表示する｡この表示灯は浮

動小数点で,乗数に｣､数点が含まれる場合は,乗数キーと小数点パ

ーを押すことによってその位置が自動的に移動するo

レジスター表示窓　計算きれた答を表示する窓で, 12個ついている｡すなわ

ち,レジスターは12ケタであるoただし表示窓に表われないレジス

ターの部分があり,乗算は10ケタ×10ケタの計算ができるb数字表

示管によって表示される｡
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〔練習1問題の解芥〕
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